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後の経過は良好である。

【考 察】外歯瘻は形成 される過程で,原 因病巣

から膿瘍形成 を介 し,慢 性化するとともに管状構

造 となり,瘻 孔形成へ と至る。慢性化するに従い,

はっきりとした管状構造を呈するため,流 動性の

良い根充剤などは痩管 を経由 して漏出す る可能性

がある。今回の症例では,こ の根充剤の利点が逆

効果となったと考えられ,根 充剤の特性 と病態の

把握 は十分に行い,適 宜,材 料 を応用す ることが

重要であると思 う。

12)根 管充填剤 と思われる異物がオ トガイ部皮

下に逸脱 し皮下膿瘍を経て外歯瘻に至った
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【緒 言】外歯瘻は歯性感染に起因 した膿瘍が顔

面皮膚に達 して形成 された瘻孔である。外科的に

は瘻孔の摘出閉鎖 を行 うが,根 管治療で治癒する

場合 もある。根管治療で治癒 した場合には最終的

に根管充填 を行 うが,瘻 管への根充剤の漏出には

注意が必要である。今回われわれは多量の根充剤

が根尖より逸脱 し,オ トガイ部皮下に達し,皮 下

膿瘍 を経て外歯瘻 を形成 した1例 を経験 したので,

その概要を報告 した。

【症 例】57歳,女 性。左側オ トガイ部の腫脹を

主訴に当科受診。現病歴:初 診の4～5ヶ 月前よ

り下顎前歯部に違和感を認めたが放置。初診の約

2週 間前に某歯科医院にて左側下顎第一小臼歯の

根管治療を行い,そ の後オ トガイ部に腫脹が認め

られたため,初 診3日 前に紹介元を受診。同部の

根管治療を継続するとともに抗菌療法を施行 され

たが,腫脹が消失せず当科紹介となった。既往歴:

高血圧症,高 脂血症,糖 尿病,更 年期障害。家族

歴:特 記事項無 し。現症:左 側オ トガイ部に硬結

を伴う腫脹および発赤 を認めた。顎下 リンパ節に

軽度の圧痛があった。画像所見:左 側オ トガイ部

皮下に異物 と思われる不透過像を認めた。処置お

よび経過:消 炎処置にて急性症状は改善 したが,

慢性化す ると共に外歯瘻 を形成 した。全身麻酔下

に左側下顎第一小臼歯の抜歯,歯 根嚢胞摘出,異

物および瘻管の摘出,外 歯瘻の閉鎖を行った。術
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